
八雲町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題

○調査の主な内容

○地域公共交通の現況

八雲町

八雲町は、北海道南部渡島半島の北部に位置し、東は太平洋、西は日本海に面しています。面積は約956㎢で渡島総合振興局
管内最大、2025年10月末現在の人口は14,260人である。令和元年度に策定した「網形成計画」を基に地域交通を見直してきまし
たが、令和2年10月に江差・八雲間の路線補助金が打ち切られ、熊石・八雲間の路線確保に取り組むなど、網形成計画策定時
から地域交通の状況が大きく変化しており、効率的で持続可能な交通の確保と利用者ニーズに応じた交通手段の提供を目的に、
現状の公共交通を総合的に見直すことが求められている。

概 要

令和５年４月26日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況
R7.4.30 第1回協議会開催（書面）令和6年度事業報告及び収支報告等
R7.6.27 第2回協議会開催（対面）令和8年補助年度地域内フィーダー系統確保
維持計画認定申請等
R7.10.10第３回協議会開催（書面）部会協議内容の報告等
R8.01.9 第４回協議会開催（対面）地域公共交通確保維持改善事業等について

・地域公共交通の実態整理（R6町民ニーズ把握調査の結果等）
・バス利用実態調査の実施
・住民等関係者及び関係部署との意見交換会の実施
・地域公共交通計画（案）の作成・地域公共交通計画の作成
・協議会の運営支援

・通院や買物など日常的な地域交通の確保
・隣接自治体や主要都市（函館・江差）とのアクセスの確保

・利用者ニーズと交通サービスのミスマッチの解消 等

・函館バス株式会社（複数自治体路線３路線）
※R7.10.1より快速せたな号（廃止）→函バ731系統せたな～八雲（新設）
・JR北海道函館本線（６駅：八雲、黒岩、山崎、山越、野田生、落部）
・ハイヤー（４社：有限会社八雲ハイヤー、エスジーハイヤー株式会社、有限会
社旭ハイヤー、合同会社キャンタク(福祉輸送））
・スクールバス、患者輸送バス
・熊石八雲間予約バス、檜山海岸線予約バス

公共交通の概要
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八雲町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

〇バス利用実態調査の実施

・地域交通の利用実態を把握することを目的に、函館バス株式会社が運行する、路線バス（「函館長万部線」、「檜山海岸線」）の利用実態調査を実施し、
その結果の分析・取りまとめを行った。

調査内容便 数会 場調査対象路線調査日

・バス停別利用者数
・利用目的
・乗継状況 等

4便函館バスセンター ⇔ 長万部ターミナル
310系統 函館長万部線

令和７年８月９日(火)
4便長万部ターミナル ⇔ 函館バスセンター

６便江差ターミナル ⇔ 熊石
624系統 檜山海岸線

６便熊石 ⇔ 江差ターミナル

■ 利用者数 ■ 全体の動き（OD図） ■ 移動先として主に利用されているバス停
（乗車人数・降車人数がそれぞれ6人以上のバス停）

【310系統 函館長万部線】
・八雲駅前（八雲町）
・長万部駅前（長万部町）
・函館駅前（函館市）

【624系統 檜山海岸線】
・熊石（八雲町） ・江差高校入口（江差町）
・乙部十字街（乙部町） ・江差高校前（江差町）
・町民会館前（乙部町） ・江差病院前（江差町）

・路線バスの利用者データに基づき、JR駅および
町内交通のバス停との接続性を高めることで、
自治体間の移動の利便性確保を図ることが重要

・函館長万部線は、各便で一定数の利用がある
・檜山海岸線は、便ごとの利用者数に偏りがあり、熊石発は午前便、江差ターミナル発は午後便に利用が集中している

・八雲町内からの動きは、町内移動が最も多く、次いで長万部町間の移動が多い
・八雲町内で利用が多いバス停は「八雲駅前」や「熊石」である

利用者数
（人）

発時刻起点→終点路線

105

367:20

函館バスセンター→
長万部ターミナル

函
館
長
万
部
線

2013:00

2810:07

2115:30

86

127:11

長万部ターミナル→
函館バスセンター

198:26

1911:48

3614:43

58

25:25

江差ターミナル→
熊石

桧
山
海
岸
線

57:27

98:43

1412:00

1215:47

1617:35

63

277:00

熊石→
江差ターミナル

179:05

1210:18

614:24

017:25

119:13

【バス利用実態調査の結果】
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平成○○年○月○○日設置
八雲町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

〇町民・関係部署の意見交換会の実施

・地域交通に係るニーズを把握することを目的に、町民・関係部署の意見交換会を実施した後、分析・取りまとめを行った。

【町民意見交換会の結果】

詳 細話 題

・タクシー利用や家族の送迎、知人・友人へ頼るケースが多い
・障がいのある方は、外出全般において家族送迎が多い
・歩行が困難な場合、バスの乗り降りに支援が必要な場合がある
・タクシーの料金が高額である

高齢者や障がい者
等の移動実態 【落部地区・北部地区】

・両地区（共通）では、タクシー券（満75歳以上の非課税世帯等に最大12,000円分支給）が
配布されているものの、市街地までの移動距離が長く、短期間で使い切ってしまう

・バス停やJR駅までアクセスできない地域がある
・町内の病院へ通う際に、定期的な送迎手段を設けてほしい

・家族送迎が難しい場合、透析に通う手段がない
・最寄りバス停までの移動が困難なため、外出頻度が減ってしまう
・百歳体操など地域のイベントに参加できない

移動手段不足に
よる生活への影響

・スクールバスの事業費用は莫大である
・スクールバスの住民混乗の利用はほとんどない
・患者輸送バスは、一部２便に増えたことで利便性向上の意見もある

既存の交通資（ス
クールバス、患者
輸送バス）の課題

・公共交通でドアツードア（または町内の各地点で停車）ができれば、大多数の人は助かる
地域交通に対する
自由意見や提案

・北海道新幹線新八雲（仮称）駅の開業が予定されているその他

〇地域公共交通計画（案）の作成・地域公共交通計画の作成

〇協議会の運営支援
・地域公共交通計画（案）の検討・協議を主な議案とした協議会を開催（令和７年度中に全４回の開催を予定）。

・令和６年度及び令和７年度の調査内容等を踏まえ、地域公共交通計画（案）および地域公共交通計画を作成予定。

参加者会 場対象地区日 時

10名黒岩会館北部地区令和７年10月14日(火) 18時30分～

15名落部町民センター ※2部制により開催落部地区令和７年10月15日(水) 15時30分～

７名八雲町ふれあい交流センターくまいし館熊石地区令和７年10月30日(木) 13時30分～

７名はぴあ八雲コミセンホール八雲地区令和７年10月31日(金) 13時30分～

・郊外地区において、市街地までの
移動に不便さを感じていることから、
移動困難者のニーズに合わせた
デマンド型やドアツードア型サービ
スなど、新たな移動手段による利便
性確保が重要

写真

・既存の交通資源であるスクール
バスや患者輸送バスにおいても、

公共交通として十分に活用されて
いないことから、効率的な資源活用
に向けた検討が重要

・新八雲（仮称）駅の開業に向けて、
地域内外の移動利便性の低下を

防ぐ、二次交通の整備検討が重要

意見交換会の様子
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●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

八雲町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

〇 分類、課題、目標、施策、事業
(目標１～目標３まで)

ハイヤー・

タクシー

新たな

移動手段

地域旅客

運送

サービス

その他の
地域交通

公共交通

の理解
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八雲町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

計画通り事業は適切に実施されている。

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり実施されている。

・地域公共交通網形成計画の見直しによる昨年度からの調査であり、路線バスの利用者データ等に基づく利用実態の把握や、
状況の変化に対して多様な関係者からの意見も参考に調査結果をまとめることは大変だと思うが、今後も引き続き事業の完了
に向けて取り組んでいただくとともに、調査から得られた課題等を反映した地域公共交通計画をぜひ策定いただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

今後、施策等を精査し、素案を作成する。
その後、パブリックコメントの実施及び協議会での検討を経て、令和７年度末に八雲町地域公共交通計画として最終的に取りまとめる。

その他の
地域交通

担い手
不 足

協 働

〇 分類、課題、目標、施策、事業
(目標４)
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